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「手話言語条例」制定後の取り組みについて
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新幹線駅周辺まちづくりについて

地方創生について

新交通体系について

教育諸問題について

市内の温泉について

うれしの茶交流館施設について

市役所等の駐車場について

市長の対話集会について

ふるさと応援寄附金について

県政と関わる問題について

肥前さが幕末維新博覧会の取り組みについて

嬉野抹茶の育成について

九州新幹線西九州ルートの今後に展開について

嬉野商店街の一方通行化について

シーボルトの湯を核とした商店街の周遊コースにつ
いて

はり・きゅうの助成対象について

災害時における対応について

選挙について

障がい者福祉について

小児慢性特定疾病児童日常生活用具給付事業につい
て

在宅介護支援センター事業に関して

みまもりネットワークについて
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発言
順番

議席
番号

質問者氏名 質　　問　　事　　項　　及　　び　　要　　旨 頁番号

市内スポーツの振興について

災害後の高齢者・障がい者対策について

水資源保全と水道水源の森林規制について

嬉野温泉駅周辺整備関連事業について

農業林業振興施策について

チャオシルの経過状況について

平成３１年度予算編成について

嬉野温泉商店街の活性化について

市民の文化活動と施設について

ふるさと応援寄附金制度について

農福連携について
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10 4 山口　虎太郎 15
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13 1 山口　卓也 19

14 6 宮﨑　良平 20
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様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 11 月 26 日

通告者( 議席番号 ３ 番) 諸 井 義 人

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

教育長

市長

農業委員会

学校及び市民スポーツ環

境について

農地中間管理機構につい

て

平成 30年度佐賀県中学校駅伝大会において「塩田快挙、男女 V」
と新聞に載ったように素晴らしい成績を収めてくれました。

この活躍をどう捉えているか伺う。

① 県内 2校目のアベック優勝できた要因はどこにあるのか。
② 選手の今後の進路・成長を市民が楽しみにしている。受け皿は

どうか。

③ 九州大会（宮崎県）及び全国大会（滋賀県）への支援はどうな

っているか。

④ 今後、児童生徒及び市民のスポーツ・基礎体力の育成、向上を

図るためにグランド等の条件整備はできないか。

農業者の高齢化、後継者不足が最近顕著になってきている。老人会

とのかたろう会では、田んぼ・畑・山林は耕作放棄地が増え、有害

鳥獣の住みかとなり、荒れるばかりであると言われる。この状況を

どう捉えているか伺う。

① 市内の農家戸数などどのような状況であるか。

② 農地面積や遊休農地面積はどうか。

③ 担い手農家数や農業法人、集落営農は増えているのか。

④ 中間管理機構（農地バンク）に集積された面積・割合はどうか。

⑤ 農地の集積が進まない状況をどう捉えているか。

⑥ 人・農地プランの作成はどうなっているか。

⑦ 農業委員と農地利用最適化推進委員の業務役割はどうなって

いるか。

⑧ 米の直接支払交付金廃止による影響は見られるか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたしま

す。

平成 30年 11月 26日

通告者( 議席番号 9 番) 森 田 明 彦

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

市 長

教育長

キャッシュレス決済への

対応について

街路灯（防犯灯）の設置

状況について

「手話言語条例」制定後

の取り組みについて

① 以前も質問したが、市内サービス業及び小売店

等における普及は進んでいるか。

② 全国的な銀行連合による、スマホ決済が話題に

なっている。クレジットカード決済方法との違

いを、比較研究はなされたか。

③ 当市でのキャッシュレス決済への対応につい

て、このスマホ決済導入も視野に入れ、関係団

体等と連携して、研究してはどうか。

① 市内防犯灯の設置の進捗状況を伺う。

② 第七区画整理地区に隣接の「ＪＡスタンド」か

ら「花みずき公園」を夜周ってみたが、非常に

暗い。住宅が増えている場所だが、設置計画は

あるか。

また、あるとすれば急ぐべきと考えるが如何

か。

① 条例制定後、どのような取り組みがなされてい

るか。

② 同じく、学校での取り組みもなされているの

か。

③ 実施に際し、聴覚障害の方や専門家の意見は取

り入れているか。また、今後さらに拡げるべき

と考えるが如何か。



通告者( 議席番号 9 番) 森田 明彦

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

教育長

「チャオシル」の利活用

増に向けて

① 「轟の滝」見学者の呼び込み、また、同様に観

光バスで寄られる際の駐車場としての活用に

繋げられないか。

② 学校行事での利活用は可能か。（絵画の展示な

ど）

③ 入館者に対する説明・案内のマニュアル化はで

きているか。

④ チャオシル発着の健康ウォーキング等の企画

をしてはどうか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成３０年１１月２６日

通告者( 議席番号 １４ 番) 芦塚 典子

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

市長

教育長

新幹線駅周辺まちづくりに

ついて

地方創生について

新交通体系について

教育諸問題について

1. 新幹線嬉野温泉駅周辺まちづくりの進捗状況を伺う。

2. 駅周辺まちづくりは今後どのように展開されるのか、また

事業費はどのように計画されていくか。

3. 企画・プランニング事業を主体とする「まちづくり公社」

を設立し、幅広い方面からのファンド活用を模索すべきで

はないか。

１．人口減少の現状について伺う。

２．人口減少の将来の予測について伺う。

３．人口減少対策として、Iターン・Uターンを同時に考える
自治体が多いが、Uターンにスポットを当てて、Uターン
を推進するプロジェクトを企画・推進できないか。

４．人口減少克服に向けて、地元の高校生の参画で、ポスター

展や成人式にふるさとの写真集を送ることを計画できない

か。

1. バス路線の廃止や運転免許証返納によって交通弱者が増え

る傾向にある。買い物弱者等対策研究事業はどのような状

況か。

２．買い物弱者等対策事業は、今後どのように展開されるのか

伺う。

1. 読書問題について

➀ 読書条例（「嬉野市文化の香り高い読書のまち活動推進条

例」）が制定され、読書活動推進月間が規定されたが、取り

組みはどのような結果であったか。

② 図書館での読書会は長年開催され、司書による本選びや指

導等が行われていたが、今後は読書会は図書館事業から離

れることになっているが、読書条例が制定されている現状

と逆行するのではないか。



通告者( 議席番号 １４ 番) 芦塚 典子

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

２．文化の教育について

➀ 俳句・川柳・短歌などの教育はどのような形で行われてい

るのか。

② このような文芸は、江戸時代から町民の間で盛んに育まれ

てきた文芸である。今後はどのように受け継がれていかれ

るか伺う。

３．市のシンボルについて

➀ 嬉野市の「市の木」は「茶」であるが、旧塩田町の「木」

は「椎」であった。これは唐泉山の天然林であり、佐賀県

天然記念物として県指定を受けたものであり、「市の木」に

併記したらいかがか。

② 市史編纂にあたり、「市の木」「市の花」のほかに、「市の鳥」

「市の魚」など市民の声を募集して掲載したらどうか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３０ 年 １１ 月 ２６ 日

通告者( 議席番号 ７ 番) 川 内 聖 二

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

市 長

市内の温泉について

うれしの茶交流館施設につ

いて

市役所等の駐車場について

嬉野市には、豊かな自然環境のもと長い歳月をかけて育まれ

た天然資源の温泉がある。これまで先人たちの努力により受け

継がれ、郷土を育み全国的に温泉地として広めてくれた温泉を

後世に引き継ぎ、持続的に活用するためいくつか伺う。

① 市内の源泉について伺う。

② 今後、温泉を活用しての取組について伺う。

うれしの茶交流館チャオシルは、お茶資料館に加えお茶の入

れ方や茶摘み、茶染め体験など、お茶を通して観光客へ嬉野茶

を知って頂き、販路拡大も視野に入れて今春にオープンをした。

そこで交流館施設について、いくつか伺う。

① 条例を一部改正し、その後の利用者の反応を伺う。

② 駐車場の一部が企画政策課の所管となったが、今後の取り

組みについて伺う。

現在、市役所等の駐車場に関しても原則として利用者からの

申請を受け、施設使用料を頂き利用されている状況である。

９月議会では、公の施設使用料の平成 31年度からの料金改定
が可決されたが、市役所等の駐車場についていくつか伺う。

① これから当市は、忘年会や新年会の時期で繁忙期に入る。

時期や休日前に市内の活性化のために市役所等の駐車場の

開放ができないかを伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 11月 27日

通告者( 議席番号 １１番) 山口 忠孝

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

市長の対話集会について

ふるさと応援寄附金につい

て

県政と関わる問題について

各地区に出向いて、直接市民の方と意見交換をなされたと思

うが、その成果や課題、今後の取り組みについて伺う。

① 市内全ての地区で実施されているが、終了したのか。

② どのような感想を持たれているか。

③ 地区の問題点や要望が多かったと思うが、これからの施策

につなげられる建設的な意見等は、あったのか。

④ 対話集会の在り方や課題はなかったか。

返礼品等について、国(総務省)からの見直しが進められてき
ているが、本市の状況や対応について伺う。

① 本市では、どのような対応をしているのか。

② 本市への寄附金は、どのような状況か。

③ 今後は、どのように取り組んでいこうと考えているのか。

1. 陸上自衛隊オスプレイの佐賀空港配備受け入れ問題につい
て

① 佐賀県知事は、オスプレイの受け入れを表明されたが、ど

のように感じておられるか。

② 演習場を持つ本市にも何らかの影響があると考えるが、如

何か。

③ 知事との懇談会でもそのような話はでなかったのか。



通告者( 議席番号 １１番) 山口 忠孝

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

教育長

肥前さが幕末維新博覧会の

取り組みについて

2. 原発問題について
① 玄海原発が今年再稼働されたが、このことについてどのよ

うに考えておられるか。

② 原発事故問題で本市でも広く進められてきた自然エネルギ

ーの太陽光発電の取り組みが曲がり角にきているが、どのよう

に思うか。

③ 以前も質問したが、原発事故の避難場所等の計画が本市に

も割り当てられているが、その後変更等はあっていないか。

明治維新から 150年ということで様々なイベントが行われてい
るが、その意義について伺う。

① 本市の取り組みは、どのようなものであり、その効果はど

うであったか。

② 子どもたちに、どのような教育的効果をもたらしたと考え

るか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３０年 １１月 ２７ 日

通告者( 議席番号 １２ 番) 山 下 芳 郎

嬉野市議会議長 様

記 Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

市長

教育長

嬉野抹茶の育成について

九州新幹線西九州ルートの今後

に展開について

嬉野商店街の一方通行化につい

て

シーボルトの湯を核とした商店

街の周遊コースについて

①嬉野抹茶のブランド化の考えはないか。

②嬉茶楽館またはチャオシルで碾茶加工の製造ラインができない

か。

③チャオシルで抹茶席又は抹茶を使った料理、ドリンクが提供でな

いか。また、販売はできないか。

①リレー方式について固定化されないか危惧するが市長の考えを伺

う。

②フル規格実現のための方策、有効性について伺う。

③佐賀県の負担軽減について関係自治体と一体となった要望活動が

できないか。

①一方通行化の社会実験の結果を伺う。また、今後どう活かすのか。

②商店街の有志で協議をしているが、市はどう関わっていくのか。

①シーボルトの湯を核とした周遊コースの策定について以前の一般

質問で提案したがどうなったか。

②温泉公園への足湯の設置についてはどうか。

③芸能組合の芸奴稽古場に空き店舗等活用できないか。



通告者( 議席番号 １２ 番) 山 下 芳 郎

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長 はり・きゅうの助成対象に

ついて

④長崎街道の宿場町の再現についても以前提案したがどうなった

か。

⑤長崎街道での嬉野温泉の果たした役割を説明する施設の整備に

空き家の活用ができないか。

⑥長崎街道が歴史に果たした役割を教育現場で伝えていく考えは

あるか。

①国民健康保険、後期高齢者医療保険以外の市民もはり・きゅう

の助成対象にできないか。

②要望が出されていると聞いたが、どう検討されたか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 11 月 28日

通告者( 議席番号 15 番) 梶 原 睦 也

嬉野市議会議長 様

記

ＮＯ １

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨 （具体的に）

市 長

選挙管理

委員長

災害時における対応につ

いて

選挙について

１ 観光客に対する防災対応はどのようになされてい

るのか伺う。

① 観光旅行者に対する避難場所・避難経路等の計画の

定めはどうなっているか。

② 外国人観光客への情報伝達に関する事項の定めはど

うなされているのか。

③ 安心安全な観光都市としてのＰＲの必要性について

はどう考えるか。

２ 災害時における避難所や病院等でのお湯等飲料を

提供できる災害対応型紙コップ式自販機の設置及び

災害協定の締結を検討すべきと考えるがどうか。さら

には子育て避難世帯に対する液体ミルク提供につい

ての考えを伺う。

本市における国政選挙・地方選挙の投票について伺う。

① 投票率の推移についてどう考えるか。

② 若年層の投票行動は。

③ 期日前投票の投票率の推移についてどう考えるか。

④ 宣誓書が記載された投票入場券の導入は考えられな

いのか。

⑤ 選挙事務に携わる学生（18歳以上）アルバイトの採
用は考えられないか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 11月 28日

通告者( 議席番号 2番) 諸上 栄大

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

障がい者福祉について

小児慢性特定疾病児童日常

生活用具給付事業について

在宅介護支援センター事業

に関して

身体障がい者補装具費について。また、日常生活用具給付等事

業に関して伺う。

① 身体障がい者補装具給付事業と日常生活用具等給付事業の

内容現在の状況、また課題等を伺う。

② 第 5期障がい福祉計画書第 5章地域生活支援事業の日常生
活用具給付等事業において、「重度障害のある人などに対

し、自立生活支援用具などの日常生活用具の給付又は貸与

を行います。」という記載がなされているが、貸与品目はど

のようなものか。

③ 補装具や日常生活用具給付対象品目の一部を貸与として、

提供する事は検討できないか。

④ 日常生活用具給付事業の在宅療養等支援用具について、対

象品目の追加などの考えはないのか。

① 実施要綱には、第 2条に対象となる用具の品目についてあ
るが、具体的な品目に関して問う。

② 利用状況、また、対象品目に関しての追加などの考えはな

いのか伺う。

市のホームページには、高齢者・介護において、高齢者の介護

等の相談窓口として在宅介護支援センターに関して紹介されて

いる。そこで、在宅介護支援センターの業務内容に関して伺う。

① 今年度より、地域包括支援センターが増設され福祉の総合

相談窓口となっている状況だが、地域包括支援センターの

情報提供も行うべきと考えるがいかがか。



通告者( 議席番号 2番) 諸上 栄大

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長 みまもりネットワークにつ

いて

事業の内容に関して伺う。

① 定期的な研修や情報交換等は行っているのか。

② 行政からの情報発信を行う中で、更なる見守り体制の強化

を図ることを検討してみてはいかがか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成３０年１１月２８日

通告者( 議席番号１０番) 辻 浩 一

嬉野市議会議長 様

記

ＮＯ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

教育長

市長

市長

市内スポーツの振興につい

て

災害後の高齢者・障がい者対

策について

水資源保全と水道水源の森

林規制について

１．小学生を対象にした社会体育（種目）の状況を伺う。

２．中学校の部活の（種目）状況を伺う。

３．部活と中体連の方向性を伺う。

４．社会体育の受け皿をどう考えるのか。

５．体協種目団体との連携について。

６．体育組織と公共施設利用の考え方について。

避難所へ移動できない方等の衛生管理について

１．簡易トイレの準備はできているのか。

２．簡易式風呂の確保はできないか。

１．地下水源と温泉水源の（規制できるか）考え方について。

２．水道水源に関係する地表面の規制は出来るのか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 11月 29日

通告者( 議席番号 4番) 山口虎太郎

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

嬉野温泉駅周辺整備関連事

業について

農業林業振興施策について

チャオシルの経過状況につ

いて

1.うれしのまちづくりコンセプト絵巻の今後の活用について伺
う。

2.それぞれの業務について委託を行っているが、今後もこのよ
うな業務委託を行うのか。

1.お茶生産者への活性化施策として農泊等の具体的取組は
されてきたのか。また販売事業者への施策を伺う。

2.嬉野市の核となる施設園芸等の農産物について今後どう進め
るのか伺う。

3.輸入自由化が進む中、畜産農家への対策はどうされているの
か伺う。

4. 国の林業への施策が新しく始まる来年度にむけて対策をど
う進めて行くのか伺う。

チャオシルの現状について伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３０年 １１月 ３０日

通告者( 議席番号 ５ 番) 宮 崎 一徳

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

市 長

平成３１年度予算編成につ

いて

嬉野温泉商店街の活性化に

ついて

市民の文化活動と施設につ

いて

１ 予算編成に当って、どのような編成方針を示されたか。

２ 市長として、市民に訴えられた政策について、どのように

取り組まれるのか。

３ 「市長ふれあいトーク」での要望・意見を受け、予算へ反

映させるものはあるか。

４ 「財政健全化」について、市長はどのように考えられてい

るか。

１ 商店街活性化に向けて、市長はどのように考えられている

か。

２ 全体的な商店街の整備について、どのように考えられてい

るのか。

３ 空き店舗になる理由は、どういったことが考えられるか。

また将来空き店舗になるだろう等の調査はできているのか。

４ 空き店舗を減らす対策はできているのか。

５ 観光客相手の店舗と生活用品を売る店舗との混在する商店

街のあり方をどのように考えられているのか。

１ 市内の音楽サークル・生涯学習サークル等の数はどのくら

いあるのか。また総人数はどれくらいか。

２ 音響設計を施した施設は、市内にいくつあるのか。



通告者( 議席番号 ５ 番) 宮 崎 一徳

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長 ふるさと応援寄附金制度に

ついて

３ 人生１００年時代と言われ、健康寿命延伸が課題となって

いるが、生涯学習等による健康増進についてどう考えられてい

るか。

１ 先の総務省からの通知で見直しを求められた。その検討結

果は。

２ その影響額はどのように見ているか。

３ 市民参加の返礼品の見直し検討委員会の設置の考えはない

か。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30 年 11 月 30 日

通告者( 議席番号 8 番) 増田 朝子

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

農福連携について

嬉野温泉本通り道路空間

デザインについて

空き店舗改修事業について

本市において、少子高齢化の影響で農業の後継者不足、農業

就業者の減少による耕作放棄地の問題も大きな課題になっ

ており、第 2次総合計画でも「農福連携の推進」が掲げられ
ている。

① 市長の「農福連携」についての所見を伺う。

② 市内福祉施設においての農業に関する取り組み現状を伺

う。

③ 今後「農福連携」をどのように進めていくのか。

平成29年11月より嬉野温泉本通り道路空間デザイン検討会
が行われている。その中で 10月に嬉野温泉本通り線一方通
行化社会実験が行われた。そこで伺う。

① 嬉野温泉本通り線一方通行化社会実験の導入に至る経緯

はどうであったか。

② 嬉野温泉本通り線一方通行化の今後について伺う。

③ 今後、嬉野温泉本通り道路空間デザインをどのように進

めていくのか。

① 空き店舗活用の現状を伺う。

② 採択要件は何か。

③ 追跡調査はしているか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 11 月 30 日

通告者( 議席番号１番) 山 口 卓 也

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

企業誘致ビルの整備につい

て

地域おこし協力隊の活用に

ついて

企業誘致ビルの機能の複合化といったことは検討できないか。

例えば１階部分に駅周辺に整備することとなる公共施設の機能

を持たせたり、テナント部分を設けたり、スポーツジムを併設

したり（２フロアを企業誘致ビルとして３階以上の建物を想

定）。

①地域おこし協力隊の導入の方針を伺う。

②今後の地域おこし協力隊の増員の予定を伺う。地域おこし協

力隊の導入を希望する地域への配置ができないか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 30年 11月 30日

通告者( 議席番号 6 番) 宮﨑 良平

嬉野市議会議長 様

記

ＮＯ １

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨 （具体的に）

市長

市長

市長

嬉野商店街一方通行化社会

実験について

耐震診断における嬉野庁舎

の今後について

ヘルプマークについて

先日行われた商店街一方通行化社会実験について、検証の状況

および市長の所感を伺う。

1. 耐震診断において嬉野庁舎の安全性の評価結果の詳細を伺
う。

2. 耐震診断の結果を鑑み、今後どのようにすすめていくか伺
う。

わが市におけるヘルプマークの導入時期、またこれまで配布を

された人数および配布方法を伺う。


